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教育実習事後指導に対する参加者の評価(1)
－自由記述によるグループ・ワークの効果分析一
吉田道雄＊
TheEff倉ctsofGrouPWmkinthsPost-世ajningfbrStudBnt-teach鉦ｓ
MiChioYos正、Ａ
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熊本大学教育実践研究指導センターでは1989年に，
教育実習事前指導の一環としてグループ・ワークを
導入した．吉田（1992)，吉田・吉山（1997）は，
その概要と効果について報告している．その後，教
育実習改革にともなって，このコースは４年次事後
指導に変更された．これについても，吉田・吉山
（2001,2002）によって，その効果が検討されてい
る．
本研究でほ，新たに事後指導終了時点での参加者
たちの自由記述を分析する．これによって，これま
でとは違った視点から，その効果を明らかにするこ
とができる。なお自由記述は，文意が通じない部分
盆除いてザ可能鞍限り原文のまま提示する。
自由記述とその分析
ここで対象にする自由記述は釦03年度に実施した
「熊本大学教育学部教育実習事後指導」のうち，
「グループヮーク」に出席した学生から得られた。
本コースは熊本大学教育学部附属教育実践総合セン
ターが企画・実施する「教育実習事後指導」４コー
スのうちのひとつである。コースは１日のスタ
ジユールで，６月21日２２日の２回にわたって開催
された．コースの内容については，吉田・吉山
（2001）を参照されたい．スケジュールは大きく二
つのパートに分けられる．まず最初に参加者がお互
いを知るウォー鷺ングアップを行う．その後，実習
を行った熊本大学教育学部附属小学校。中学校生徒
の声を分析する。後者は，児童。生徒が．「実習生
の先生がよかったと思うこと」「実習生の先生に
もっとして欲しかったこと」につし､て自由に回答し
たカードを使用する．この部分が「グループワー
ク」の中心的な課題になる．参加者数は２コースの
合計で79名である。その様子の一端を示すた跡に，
本論文中に写真を提示する．
1．最初は何をするの躍ろうと大変不安であったが]
グループを作り，同じ「教育実習をやってきた仲
間たち」ということで，意見を言い合うことがで
きたり，実習のグチを少しでも話して共有できた
りしたことは大変良い経験となづた．午後の子ど
も達の感想をもとに広用紙にまといあげることもリ
グループみんなでさまざまな意見を言い合い，お
互いを主張しながら楽しくやれたと思う。１０年ぶ
りくらいにクレパスを使ったのがとても新鮮でふ
わっと子どもに戻った雰囲気がした．
「グチ」という表現の適否は別にして，「教育
実習」という大きな仕事をした後である。その状
況で悩みや後Ｉ海などもあるだろう。そうしたこと
について同じ経験をした治の同士が心情を吐露す
ることは，彼らの今後の行動にとっても有益だと
思われる．またグループによる作業も自分たちの
意見や考え方を出せたと評価している。集団の効
果が明らかにされている具体例である．しかし，
だたグループに分かれればいいというものでは鞍
い。スケジュールではスタート時にスムーズなコ
ミュニケーションができるようにウオーミング
アップをしている。こうした準備があって，はじ
鹸てグループ内での積極的な意見交換が期待でき
ることになる．
2．今日は班のメンバーで楽しく，でも効果的に実
習を振り返ることができました．班のメンバーは
７人それぞれの意見や考え方をもっており，午前
中の活動から他の人の意見を聞いて納得したり反
省したり課題となることがあった。逆に７人は異
なる協力枝に行ったけれども，トラブル解決や掃
＊熊本大学教育学部附属教育実践総合センター：860-0081
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除の指導法など同じようなことに悩みながら実習
に取り組んでいたようだ．学校は違っても子ども
は子どもで，教師となる人間は，どこの学校に行
こうとも教師として，子どもに対する大きな課題，
教育の普遍的なテーマを強く持って指導，援助し
なければならないと思った．
子どもの声は自分に当てはまる厳しい言葉も
あって嬉しくも悲しくもあり，とてもためになる
ものでした＿ありがとうございました＿
グループワーク自身を評価し，子どもからの声
に情緒的な感動を覚えている．この点については‘
参加者の回答に一貫した傾向である．この場合は，
「もっと時間があれば」と言う表現で，実習生同
士の意見交換をさらに求めている．こうしたこと
も，本コースが参加者に肯定的な影響を与えたこ
とを伝えている．
４．印象に残ったことは，附属の児童。生徒からの
メッセージを読んだことだ．自分たちの予想では，
遊んだことに関する意見が多いかなと思っていた
けれど，実際は授業のわかりやすさやエ夫につい
ての評価の意見が多く出ていた．またその中でも
自分たちのために頑張ってくれた，という意見が
あったので，そういうところまで考えてくれてい
るのだ，と苦労したかいがあったと感じることが
できた．しかし中には厳しい意見もあって，叱る
ことや板書についてもっと頑張れというメッセー
ジがあった．その点についてはこれからの自分の
課題としていきたいと思った．上に書いた行動計
画のよう仁子どものことを第一に考えるからこそ，
悪いことに対してはきちんと厳しく叱ったり。子
どもが授業がわかりやすいように板書を丁寧に書
くというようなことを心がけていきたい＿
やはりグループとして意見交換したことを高く
評価している．また，参加者には附属小中学校で
の実習に対する児童・生徒の評価もフィードバッ
クされる．その声に対しても真筆に受け止めてい
ることが分かる．この点からも児童。生徒からの
生の声を,伝えることが肯定的な影響を与えている
おなじく子どもたちからの声に大きな影響を受
けている．とくに，小学生に対しては「やさし
さ」や「遊ぶ」ことを評価してくれるだろうと予
測するものが多いところが，「叱るべきときに
は叱って欲しい」といった「厳しさ」を求める声
も少なくないことを知る．実習生にとっては，こ
れが新鮮な驚きと感動に結びつくようである．こ
うした声が今後の行動に生かしたいという気持ち
に繋がっている点が重要だと思われる．
写真１カード化した子どもの声をまとめる
ことは明らかである
3．グループワークで，共に教育実習に行った者同
士いろんな意見を交換することができてとてもよ
かったです．テーマが設定されていたので，自己
紹介の時や実習の反省などを考えるのが楽でした
みんなそれぞれ違う学校に実習に行って，さまざ
まなことを学んできたと思うので，もっと時間が
あればもっといろんなことを聞けるし，話せるし，
楽しいだろうなと思いました．生徒からのコメン
トもとてもうれしかったです．自分のクラスのも
のだったので，実習中にふれあった児童のことを
考えながら読みました．小学校１年生なので，ま
だ50音もままならない子どもたちが，一生懸命書
いてくれた跡があり，胸いっぱい仁敷りました．
私たちが努力した分だけ子どもたちもしっかり見
ていて評価してくれるし，返してくれるんだなと
いうことを強く感じました＿
5．実習での振り返りを楽しくできました．普段子
どもたちがどう思っているのかについて，聞けな
かったことや，気付けなかったことを改めて知る
ことで，自分に足りなかったことを気づくことが
できました．今まで行ってきた実習では，収拾が
つかなくなったり時間が足りなくなってしまうの
を恐れてあまりグループワークはしませんでした，
しかし，今日のような体験から楽しんで学ぶこと
ができ，他人の意見にふれることができる重要な
時間になると思いました．ただ，こちら側がきち
んと準備やルールを定めておかないと全くまとま
らなくなってしまうので，万全とまではいかなく
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とも，準備にたいしてきちんとしなくてはならな
いと思いました．予想していた子どもたちの声と
はちょっと違った反応が見れて先生としての自分
の姿がどのようなものだったのか新たな－面を感
じることができました．今後，教師を目指す上で
)の貴重な資料としていきたいです．
7．グループ活動ということで午前は自己紹介や実
習の感想などを話し合った．遊び形式で班員の名
前を覚えたりしてとても楽しかった．午後は実習
中の自分たちに対する子どもたちの声をまとめた
さまざまな意見があっておもしろかった．もう少
しこうしたらという改善点もたくさんあげられて
いてとても参考になった．今日のような活動は今
後教員になった時も使えると思う．特に自己紹介
については楽しく遊びながら友達の顔と名前を覚
え，どんな人なのかを知り，それからの学校生活
をよりスムーズに楽しく過ごすことができると思
う．今日の事後指導は実習をじっくり振り返るこ
とができ，また学級経営についての－つの技法を
体験しながら学ぶことができ，充実したものとな
りました＿ありがとうございました．
ここでは，自分が体験したグループ・ワークを
子どもに適用していく気持ちも表現されている．
グループ。ワークはあまりしなかったと書いてい
る．おそらく子どもたちを小グループに分けた授
業をイメージしていたようだ．その具体的な例を
自分たちで経験したことで，その意義や効果を認
識できたと言うことである．教職に就いた際に積
全体として好意的な評価をしている．ここで
「自己紹介」と書かれているものも，いわゆる自
己紹介ではない．そこには対人コミュニケーショ
ンをスムーズにすすめるためのノウハウが組み込
まれている．ここでは，そうした点が評価されて
いると思われる．また，体験したことを学級経営
の－技法と認識している．これもわれわれが意識
している目標のひとつである。事後指導に導入し
た技法は，日常の教育活動で生かすことができる
ものである．それは，教師と児童。生徒との対人
関係を作り上げる基礎技術なのである．
写真２まとめたものを工夫して発表する
極的に活用されることを期待したい．
6．グループを作って話し合うことにより他の人の
考えも聞くことができて，自分の考えを深めるこ
とができた．「自信になったこと」「苦労したこ
と」の発表では他の人も同じようなことで苦労し
ていることを知り，安心しながらも，それを解決
する意欲が湧いた．子どもたちの声は良い点，悪
い点，両方ともとても参考になった．自分では気
づかないことを知ることができ良い点は伸ばし，
悪い点は焦らずに少しずつ努力して行こうと思っ
た．今日の講座で他の学生の話を聞き生徒の声を
知ることで改めて自分自身の教育実習を見直すこ
とができた＿
８．グループワークということで，あまり親しくな
い人と話ができたということが非常によかったと
思う．いつもいる友人と話をするのとは全く異な
り，様々な意見を聞くことができ，とても良い刺
激となった．自分の第一印象を知ることができた
り，共に作業を協力して行い，達成感を共有でき
るなど満足のいく活動ができたと思う．実習を振
り返るという意味では，子ども達の生の声をみる
ことができ，驚き，感嘆；喜び・・・など様々な
事を感じた．本当に子どもたちは細かいところま
で見ており，ドキッとする意見があった．誰かの
意見にもあったが，教師としてのふるまいを日常
生活から見直し，気をつけていかなければならな
いと共感した＿ここでも他の仲間との「苦労」や「不安」を共
有できたことが強調されている．「教育実習」体
験そのものを見直すことができたという．それは
「事後指導」が目標としていることであり，こう
した声によって，「事後指導」そのものが評価さ
れている．
学生生活では，付き合いが多いようで実際は
思ったよりもお互いに知らないものである．少な
くとも親しいという友人同士は必ずしも多いとは
限らない．その点でも，こうした試みの成果が現
－１０５－
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も達成感のあるものでした．また実習でも'慣れて
はいますが，「人前で話す」ということはやはり
難しく，自分の中で言いたいことをしっかりまと
い発表するという良い練習の場所になりました。
ありがとうございました．
れていることが分かる。とくに知らないものから
自分の第一印象について情報を受け取ることは，
自分自身の評価にあたっても有意義だと思われる。
また「達成感」を味わうことが「満足感」に繋が
ることを認識している。その実体験が子どもたち
に対する教育に当たっても大きな意味を持ってく
るはずである。 参加者たちはカード化された附属小中学校児
童。生徒からの声をまとめていく．その問に「意
見がぶつかり合」うこともあったしかし，それ
らも最終的な完成品が出来上がったとき「達成
感」に変わるのである，ここでは，「まとまらな
かった」こと自身もプラスの効果を持っているこ
とが重要である。「なかなかうまくいかなかった
けれど，最終的にはそれを克服することができ
た｣．グループ・メンバーにこうした認識が生ま
れたとき，その心理的な一体感はきわめて強くな
る．
9.今日はグループ学習ということで，最初に学年
ごとにグループに分けられて，自己紹介などをし
てグループの人についていろいろ教えてもらった
自分の印象というのがど鰯ように他人に見えてい
るかなどを知ることができ，自分の考えと当たっ
ていない所は自分のものとして伸ばしてい!〈こと
が大切であるとわかった．午後からは実際に子ど
も達の声を聞くことができ，良かった点や改善し
ていかなければならない点などがよくわかったと
思う。このように子ども達の声を聞くことにより，
この実習がどのようなものであったかということ
を振り返ることができた．この実習から自分の課
題というも鰯が見えてきた鰯で，これからはその
課題などを忘れずに教師になっていきたいと思う．
11．事後指導ということで，どういったことをする
のか全くわからず，講話ばかりあるものだと思っ
ていた。今回の指導を振り返り，これまでの実習
の反省が自分の視点から置けではなく他の教生の
視点や実際に授業を受けた生徒からの評価を見る
ことによっても，さらに反省させられる点が挙
がった．自分の思っていること鱈けではなく他の
人の意見を取り入れることは大事で，実際に教師
になった時，どうあるべきでならないのかもう一
度振り返りながら考えてみたいと感じた。私の目
指す教師像として，Plan-DQ-Seeのできる教師を
挙げるが，Plan-DOまでは誰もが力を入れて頑張
るが，私はSeeにこそ力を注がなければならない
と思う．Seeが次⑳Planへとつながり理想鰯教師
像が出来上がってくるの鐙と思う．今回のSeeを
実践へのP1an-Doへつなげていきたい
自分についての情報交換後に総互いの印象を伝
え合う時間を持つことになる。その「印象」には
当たっていないと思われるものも含まれている。
しかし，それを「正しく見られていない」と考え
るのではなく，その部分を長所として伸ばしてい
くという捉え方をしている初いての情報交換で
あるため，出される印象はほとんど肯定的なもの
である．いずれにしても，他者からの印象を「自
分はそのように見えているのか」と事実として受
け上あている．そうした考え方が，その後の日常
的な生活面にも望ましい方向で影響を与えるもの
と期待される。
この学生ほ大学の情報伝達，指示的講義を予想
していた．タイトルの「グループ・ワーク」から
その内容は予想できると思われる実際はそう
なっていないのだから，大学での授業が講義中心
で構成されていることが分かる。こうした試みが
「新鮮に映る時代」は終わりにしたいものである
また，Planpo-Seeのサイクルも意識しながら自
分の体験を位置づけている。とくに，Seeの重要
i性を認識している点は企画者の意図を＋分に理解
していることがうかがわれる。
10.グループワークということで，今日新たに２人
の人を知りました。グループで活動するのにもl頂
序よく自己紹介から作業までの一連の流れがあっ
て，とてもやりやすかったです。それぞれが頑
張ってきた実習鱈からこそ，みんなで自分の思い
を話し合える場があってとてもよかったと思いま
した。自分一人置けではなく，他の人からの意見
などを聞くことで，たくさんの経験と考えを知る
こともできました．そして，私たちは最後のグ
ループワークが－番まとまらなかった班なめです
が，意見がぶつかり合いながらも，みんなで協力
して－つのものを作り発表したというのは，とて
12.最初はグループワークは少しで，講義形式で授
業が進むの芝と思っていたのですが，－曰中楽し
－ｍ６－
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て親し<なれたことを喜んでいる．その後も関係
が続くという保証はないが，こうした機会を通し
て人との関わりが増えることはプラスに働くこと
だろう。また，多様な人がいること，人によって
見方が違うこと薮どを改めて知ったことも強調さ
れている．対人関係の力はこうした事実を体感す
ることで身についていくもめと思われる。
〈グループワークができました．最初心イメージ
の鏡や自己紹介（３ポイント〉などでグループの
チームワークを深めることができ，自分が他人に
どう思われているか知ることもできたのだ，良
かったと思います。「附属中学３年の声」を聞く
ことができたのが事後指導の重要所鎧ったと思い
ます。自分たち鱈けの反省にとどまらず，実際に
授業を受けたり一緒に生活した生徒たちの思いを
聞くことができたので，より実態に近い課題を見
つけることができたと思います。自分が担当した
クラスの中に「国語の授業がわかりやすくてよ
かった」と書いてあるカードをみつけたことが，
今日一番うれしかったこと鱈と思います．多く反
省する点も見つかりましたが，ちょっとした自信
もつけることができました＿
14.今日の事後指導で様々な教生たちの生の現場で
の声や，副専実習で行った附属中学校の子どもた
ち⑪正直な声，厳しい意見もあり，嬉しい意見も
あったが，それらを聞くことができてすごく勉強
になったと思う．技術系の教科で子どもをついて
来させることができる，他の教科では専門性の追
求が必要であることや笑顔でいること，ほぬるた
めには免許がいること，こちらが一生懸命すれば
それ麓け子どもも感じ取り，評価してくれている
ことなど，自分だけではわかり得ないことを知り，
またそれらを広用紙にまとめていくことで，自分
の中でもきちんと整理することができた。
やはり講義主体でなかったことについて評価し
ている．また，生徒からの声で実態に基づいた反
省点などに気づいたことがわかる。また，自分が
関わった教科について生徒から肯定的に評価され
たことに「自信をつけ」ている．これは本人自身
の授業評価であるかどうかは明確ではないしか
し，反省するばかりではなく，自分の仕事に自信
を持つことは，その後の行動改善のために重要で
ある。その点で，「グループ・ワーク」は学生に
プラスの効果を与えていることがうかがわれる。
子どもたちの声を真筆に聞こうとする気持が現
れている。また，タイミングを見ながら挿入する
'情報についても真剣に受け止めていることが伺わ
ｵLれる。ここで「ほめる免許」と言っているのは，
リーダーシップに関して言及したときの内容に関
わっている。子どもたちをほめることはリーダー
シップの重要な側面だという人がいる。しかし，
ただほめればいいというものではない。自分たち
でも尊敬できない人からほめられても嬉しくない
だろう。ほめるものとほめられる者との間に良好
な関係がなければ，ほぬる行為も効果的でなくな
る。ここで重要なことはほめる立場にある者が相
手から「ほめられること」が欠かせないというこ
とだ。だから「ほぬる」たいには「自分自身がほ
められる」体験を積まねば鞍らないそれでよう
やく「ほめる」免許が手にはしきる。免許もなくて
ほめてはいけない概略こうした内容の話をした
のである。そのことが，この学生にとっては印象
的だったことが分かる．グループ・ワークにおけ
る情報提供も重要な役割を果たすのである．
13.今日－日を通して同じグループのメンバーと共
に話し合い活動をしてきた．同じ教育学部に在籍
している鰯に会話を交わしたことのない人もいて，
そういう人と親しくなれたことがまず良かったと
思う。またメンバーにも色々な人がいるし，その
メンバーの体験したこと，さらにその体験から感
じることも一人一人異なるということがよくわか
り，教師という立場，教育についての様々な意見
を聞くことができた．今さら教育学部内で新たな
人間関係が作られるとは思ってもいなかったので，
とても新鮮だった。特に印象に残っているのはや
はり子ども達の声である。私たちに面と向かって
言えないことや本音をたくさん聞くことができ，
実習と重ね合わせながら考えさせることが多かっ
た．私たちのことを様々な場面でよく観察してい
るなあと感じた． 15．この講座を受けて自分の思いや気持ちが前より
も明確になったような気がする。グループワーク
をすることで，こんなにも自分を知ることができ，
また他の人の意見を聞けるものかと思った．他の
人の意見を聞くことで，自分の意見がはっきりす
るなと実感した＿子どもにとって教師とは何であ
教育学部の学生定員は31U名．同じ学部に在籍
していても互いに知らないものがいる可能性はあ
る。しかし，この学生のように会話を交わしたこ
とのないも”同士が４年生という最終学年を抑え
－１０７－
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感覚が失われがちである。まさに「初心志るぺか
らず」である．
るべきか，どうあるべきかということを考えさせ
られた．何事も''好き，，という気持ちを持ってい
れば顔の表情，態度に表れてくるということを忘
れずに友人や職場の仲間，子どもたちに接してい
きたいと思った‘このグループヮークはぜひ，私
も教師になった時に取り入れていきたいなと感じ
た．今日－曰ありがとうございました．
18．子どもたちからの意見を見る前，正直ドキドキ
した。自分の事を名指しで悪いように書いてない
鐙ろうかと考えた。が，ぼとんどの生徒が楽し
かった．わかりやすかった。一生懸命していた．
など頑張っていることは必ず見ていてくれている
ん楚なあと感動しました。協力小では－つ－つ何
をするのにも大事に行動したのですが，そのせい
か大変充実した実習だな－と振り返れば思います，
が，逆に悪い所も見えていることを忘れてはいけ
ません。これは良いことより細かくチェックして
いるように思われました。今は未熟でも－歩一歩
努力してゴールというものはないけれど，目標に
向かって精一杯頑張り続けます。
グループ。ワーク開始時に導入している「自分
を知らせる，他人を知る。そして自分を知る」と
呼ぶセッションに対する評価が中心に憩っている
これは，ひとつの対人関係スキルを磨く道具であ
り，実習生が言及しているように，児童・生徒に
対しても十分に適応可能である。こうした点で参
加者が意欲を持ったことは，グループ・ワークの
ひとつの効果だと考えられる．
16．附属中学校実習での子どもたちの率直な意見を
聞き，自分では意識していなかった点に関しても
勉強になった。小学校低学年から，中学校の高学
年まで麓ったが，それぞれの学年，年齢によって，
対応の仕方が違ってくると思った。また子どもの
目の付け所も違ってくる。しかし共通して言える
ことは，教師と子どもの信頼関係を築くというこ
と鐘。コミュニケーションの中で信頼関係を作っ
ていくべきだと思う＿
子どもたちの声に不安を覚えていたが，それな
りに評価されてし､ることを知って安心している≦
しかし，それとともに子どもの目に鋭さ厳しさが
あることにも気づいている。そうしたことを自分
の目標として受け止めている点が期待できる。
19．子どもたちの観察力の鋭さに驚かされました‘
また，子どもたちが教育実習生に求繊ているもの
が思った以上に高いレベルのものであることがわ
かった。私たちが手を抜けばすぐに（してしまう
し，逆に一生懸命にやっとことは言葉に楚さなく
ても子ども達の心には自然に伝わっているの篭な
と思った．やればやるだけ子どもたちにとっても
自分にとっても実のあるものになるし，得るもの
がある。そして子どもに対して，愛情と熱意を
持って接することで教師と子どもの距離はグンと
近づき信頼関係がはじめて生まれるの麓と思った。
子どもの声に対する気持ちを述べた点では他の
記述と同列に並んでいる，ただし，ここでは年齢
の違いによる発達差にも目が向けられている．教
職に就く学生には，こうした視点から児童。生徒
を見る力を身につけてほしい。
17．グループワークはとても楽しかったです．話し
たことがない人とも話せたのでよかったです。な
ぜこんなに話せたかというと，皆同じ夢に向かっ
ているからだと思います。そして実習を乗り越え
たということで，心強い仲間でもあります。子ど
もの声では，厳しいものもあったけど素直に受け
止めて，この先，生かしていけたらいいなと思い
ました。これから進路のことで悩むことがあると
思います。しかし自分には仲間がいるということ
を頭において強く生きていきたいです。
子どもの観察力に驚いている。それは手議抜く
といったマイナス面での反省にとどまらず，努力
したことを評価してくれるという信頼感も生み出
している。そして，教育実習での働きかけが自分
たちと子どもたちの双方にプラスに獲ると実感し
ていることが伝わってくる．
20.実習⑳思い出を話し合った時には自分と同じ想
いをした人がやはりいて，想いをグループ内で共
有できたり，違う経験を聞くことができてよかっ
た．子どもたちの声では私②配当クラスに名前を
出してあったので，驚きつつも嬉しかった．自分
が実習で頑張ったことが、実習中麓けでなく，綾
やはり同じ境遇の仲間とコミュニケーションで
きたことに心を動かされてい愚。子どもの声豐につ
いても，それを受け止める気持を持つことができ
ている。現実的に教師になると，こうした素朴な
－１，愚一
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わってからも返ってきた気がする．
全ての実習を通して，たくさんの事を学ん箔．
この講座を受けたことによって，３年次実習で学
んだが，忘れてしまっていたことなどを思い出すこ
ことができ本当によかったと思う。
ことが本当の力にもなるし，最も大事なことでは
ないかと思いました。授業の上手下手よりそのよ
うな面で頑張ることができるようになっていきた
いです＿
「授業が上手でなくともいい」という情緒的な
反応である．しかし，教育実習体験を基礎に受講
した「グループワータ」が教師になりたいという
気持を強めたことは明らかだろう。同じ仲間たち
とディスカッションするうちに熱くなったのだろ
う．明示されてはいないが，子どもたちからの生
の声聡大きな影響を与えたと思われる．
ここでも実習生間で共有するもの，異なる経験
などについてニミュニケーションができたことを
評価している。また，実習全体を思い出し，振り
返りができたことについても喜んでいる．これら
はいずれも本コースがプラスに評価されているこ
とを示している．
21.今日は長時間ずっと講話があると思って，とて
も嫌でしたが，始まってみるとグループワークが
中心で，班の全員とも仲良くなれていろんな意見
を言えて，またいろんな意見を聞いたりできて，
とても有意義な時間を過ごすことができました。
やばり講義という受動的な姿勢でなく，自ら能動
的に積極的に学習に取り組めたので，一コマ帥分
の講義よりも短く感じられ，それだけ意欲的に集
中的に取り組めていたと振り返ると思います．私
はこれは学校の授業にも言えると思います。えて
して，我々は教える二とだけに熱中してしまい生
徒達に退屈な時間を与えているのではないかとい
うこと，また，グループ学習など能動的な学習活
動の重要'性がよくわかりました。
23．今日⑬講義は自分の今までの実習を振り返り，
考えて自分鰯考えを実際に発表するということも
できて，大変意義深いもの麓ったと思います．こ
のような機会がなかったら，実習の反省を話し
合ったりまと釣たり，自分の考えを人に話すとい
うことはできなかったのではないかと思います．
グループワークということで，今日初めて会った
者同士で話をしたのですが，皆それぞれで多くの
経験をしていて，そのことについて考えること，
子どもへの思いなどが伝わってきて，とても嬉し
い気持ちになりました。
この講座はグループで活動していくのですが，
（入学当初には考えられなかったのですが〉この
４年間で自分の意見を持って，それを人に話すこ
とができるようになったと自分に驚きました。
学生たちは「講話」が苦手なようである．１日
かけて何をするのだろうという疑問とともに，
「退屈で大変そうだ」という気持を併せ持って本
コースに参力|]した者が少なくないしかし，実際
にはグループを中心にした活動が進灘られ，思わ
ず没頭してしまう状況も生まれてくる，こうして，
参加者たちは「主体的活動」の重要性を再認識す
ることになる。この記述からは，それを自分が関
わる教育にも繋げていこうとする意欲を引き出し
ている点が注目される。
「グループワーク」が実習の振り返りの機会を
与えてくれたことを高く評価している。とくに，
はじめてあったもの同士でありながら，教育実習
体験を共有することで，お互いに嬉しさまで感じ
ている．単な愚反省や分析にとどまっていない点
が，彼らの今後の行動にも望ましい影響を与える
と期待される。また，入学当初からこれまでの自
分自身の成長を確認し驚いている。この点は「グ
ループワーク」が当初から設定した目標ではない
しかし，こうした記述は，本コースが，想定を越
えた効果をもたらしていることも明らかにしてい
る．
22.今日を振り返って最後にまと総として思ったこ
とは，上にも書いたように，「学校に行きたい」
「勉強をしたい」と子どもに思わせられる先生に
なりたいということです。多少授業が下手でも，
あまり上手く話せなくても，授業の内容にわから
ない点があっても，熱い心を持って子どもや学校
生活に取り組み子どもの意欲，それ自体を引き出
し，自分で伸びていこうとすることのお手伝いを
してあげられるようになりたいし，自分で伸びる
24．自分自身の実習を振り返る機会というのはあま
りないことなので，とても良い機会となった．特
に子どもの意見を聞けてとても良かった．率直な
子どもたちの意見が聞けて自分の課題がわかった
ような気がする．カードを使った整理法など，と
ても役に立つ問題解決法も学ぶことができ今後
－１，９－
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自分の実習をもう一度反省することができた．ま
た附属小の自分の配当のクラスの子どもたちが実
習生に対してどんなことを思っていたのかを見る
と，自分たちが頑張っていたことに対して，子ど
もたちがうれしかった楽しかったという意見があ
ると，ちゃんと伝わっていたんだと思えて嬉し
かった。頑張ってほしいことで挙げられていたも
のは，本当にその通り麓と思った。子どもたちが，
自分たちに何を望んでいたのかを今日知ることが
できたので，これを素直に受け止釣，今後の課題
とすることで返したいと思う．
生かしていきたいと思った．教師になって，大切
だと思うことは生徒自身が課題を発見し，解決し
ていく力をつけることだと思う。そのため，教師
は生徒一人一人を認め，信じることが必要である
と思った。生徒を決いつけるようなことはせずに
可能性を引き出せる支援ができる教師がこれから
先，増えてくれるとうれしいと感じている。
子どもの反応を正直に受け止いている点は，こ
れまでの者と同列にある。それを教師として子ど
もを信じることの重要性にまで広げている。生徒
の可能性を引き出せる教師が増えると嬉しいなど
と評論家的な表現をしているが，これは本人の将
来に対する心構えだと受け止めていい。今後に対
する意欲を引き出したところに「グループワー
ク」の成果がうかがわれる。
やはり同じ体験をした者同士の情報が自分の実
習⑳反省に役立ったことを評価して孵る．自分た
ちの努力が子どもたちから評価されたことに喜び
を感じている．この点は，今後の自信にも繋がっ
ていくだろう。それと同時に子どもの声を率直に
受け止める気持ちも伝わってくる。25．今日は本当に一日が楽しかったです。教育実習
の事後指導と聞いて，最初はすごく退屈なイメー
ジがありましたが，楽しく実習を振り返ることが
でき，かつ次につながる新しい－歩を踏みだせた
ように思います。午後から受けた子どもたちの声
を聞く活動は子どもたちがどのように私たちを見
ていて，どんなところに不満を感じていたのかが
わかり反省すべき点を多く見出すことが雷きまし
た。またそうした子どもたちの鋭い視線に驚かさ
れました。他の講座がどのようなのがは全然わか
りませんが，みんなにもこの講座を受けてもらい
たいと思いました．
27．今曰は来る前までは，「長い－日になる麓ろう」
と思っていたが，実際終わってみて，とても楽し
く実習の締めくくりをすることができた．グルー
プワークという方法も指導して頂いた先生方も楽
しく，終始楽しみながら，学習することができた
と思う．また今日この講座を受けなかった学生や
後輩にも是非この講座を働いたいと思った。
改善点として今後は「困ったこと，悩んだこ
と」のところでみんなから出たことについて
「じゃあどうするとよいか」ということについて
話し合うとおもしろい麓ろうなあ（実際私もやっ
てみたかったです｡）と思った。今日はどうもあ
りがとうございました．
これまでにも同じような記述が見られた．まず
は１日をかけて何をするのだろうという疑問が湧
き，鐙れに退屈なのではないかと推測して参加す
る．しかし，実際には受動的で象〈積極的な行動
が期待されるプログラムに出会う，しかもザ子ど
もたちからの生の声を聞くこともできる。そうし
た中で，実習を率直に反省する気持ちが生まれて
くる．さらに，今後の在り方につしhても指針が得
られたと受け止める。そうした自分を振り返って：
参加したコース自身を肯定的に評価する．こうし
た一連の流れである。いずれにしても，「グルー
プワーク」が一定の影響を与えたことは明らかで
ある。
基本的な内容はすでに検討した魁のと同列にあ
る．この学生は，さらにグループワークの内容に
ついて提言じている点が注目される．問題分析を
昭とに，その解決策まで検討してはどうかという
のである．これは＋分に理解できる提言である。
これについては，われわれも考えてい鞍いわけで
はない。ただし，１日のスケジュールでは，そこ
まで到達するのは困難だというのが現時点での結
論である＿
27.グループヮークを中心に進められたのですが，
一人一人の意見や考えを聞ける場があったのでと
ても刺激的でした．やはり自分一人の考えだと凝
り固まり，柔軟性がなくなるからです。みんなそ
れぞれに'悩み．楽しみ，有意:義な時間を渦ごして
２６．－人芝けでなく，グループの人達ともう一度教
育実習を振り返る機会を持つことができてとても
よかった．他の人たちが実習に行ってどんなこと
を実践し，どんなことを感じたのかを聞くことで
－１１０－
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きたことがわかり，なにか安心もしました．また
改めて整理ができたという点もあります．現時点
での課題も明確にできたし，みんなの意見もきけ
て実習ノートに羅列しているだけの課題とはまた
ひと味違うことも見出せました．講座自体は指示
も明確で時間配分もよく，受ける側としてとても
受けやすかったです＿
ずかしい、ただし，こうした実習生の声も生かし
ていきたいものだ．
29．子どもたちは優しいだけの教師ではなく叱ると
きはきちんと叱ってくれる教師を求めている．だ
から楽しくするときは楽しくする，叱るときは叱
るというメリハリが大事であり，子どもの事を本
当に思って叱ればそれを子どもはきちんと感じ
取ってくれるので，そこで本当の信頼関係が生ま
れるということ，また子どもに見透かされるのを
恐れるのではなく見透かされても大丈夫な関係を
作ることが大事である．教師は百科事典である必
要はないのでわからないことはわからないと認約，
それからどう努力するかが大事篭し，それを子ど
もたちも見ていて教師はすごいと認めることがで
きればそれが一番いい関係なのである．やはり教
師に－番大切なのは子どもへの想いではないかと
思っています．
ここでは，講座における指示が明確で時間配分
についてもよかったと評価されている．参加者に
とってその内容が受け入れられることは重要であ
る．しかし，それがスムーズにいくためには，プ
ログラムの配置や時間的な配分などに工夫が必要
になる．われわれは，こうした点についても経験
的なノウハウも含めてプログラムを構成したつも
りであった．この記述は，そうして点について，
参加者にも評価されていることを示している．
28．子どもたちの率直な意見を聞くことができてよ
かった．こういう風に直接こどもたちからの意見
を聞く機会などはなかったので，すごく感動して
喜ぶことができたし，胸にグサツとくるものが
あって，勉強になった．自分で反省することには
限度があり，第三者からの視点や，生徒達のよう
な対象者から指摘を受けると自分の見えていな
かった部分や考えもつかないような箇所がわかり，
よりいっそう反省し，改善することができる．今
回の生の子どもたちの意見を率直に受け止めて子
どもたちが理想とする先生になりたいと思う．そ
のためにも日常から多くの事や物，人と関わり知
識や技術を身につけていかなくてはならない．講
座に対する希望はせっかくだから主専攻の子ども
の声を聞けるような配慮があればよかったと思う．
教育実習生はとくに対象が小学生の場合，「優
しさ」を優先しがちになる．そして，「厳しさ」
は敬遠されるだろうと考えるのである。しかし，
「叱るべきときには叱ってほしい」という要望が
子どもたちから出てきて驚くのである．この点に
ついては実習生たちが毎年のように驚きながらも
感動する事実である．優しさと厳しさのバランス
感覚を持ったリーダーシップが求められているの
である．それは，リーダーシップの本質そのもの
でもある．後半の「見透かされることを恐れな
い｣，「分からないことは分からないと認める」と
いう部分は，教師に求められる姿勢として，講師
であるわれわれが指摘した内容である．
30．最初の自己紹介から始まり活動をとおして他人
の事をよく知ることは本当に大切なことだと思い
ました．またよく知るための手段として子どもた
ちにも使える自己紹介の形成だと思いまし戎．実
習を通して，驚くほど自分の気持ちが変わって
いったこと，実習の中で学んだことが思い出すこ
とができた－曰で，この講座で子どもたちの意見
を聞くことでもでき，本当に良い事後指導を受け
ることができたと感謝しています．確かに，実習
先での先生方のご指導，授業などに関する意見は
すごくためになりました．しかしそれよりも大き
いものは生徒からの声だと思います．素直に私た
ちを評価してもらえたこと，良い点も悪い点も今
後の生活に役に立てていこうと思いました．また
今曰－番印象に残った一言として。「小は六を兼
子どもからの声によって反省すべき点が明らか
になったことを評価している．最後に「主専攻」
の子どもの声を聞きたいという要望が出ている．
教育学部では３年次に主実習を行っている．そし
て，４年次の開始時に副専攻の実習を行っている
例えば，主専が小学校の者は中学校へ中学校主
専は小学校へ行くのである．その後に４年生は熊
本市内の協力枝へ実習に出かける．この事後指導
はそれらが終了した６月末である．したがって，
児童・生徒の調査は副専時の実習生について行う
ことになる．主専実習となると半年以上も前のこ
とになる．児童・生徒の声をその時点で聞き取る
ことは可能である．しかし，実習生自身がその当
時の行動や雰囲気を十分に記`億していることはむ
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るものばかりである。ここでは，そうしたプラス反
応の記述を意図的に選択したものではない．その他
の記述も，ここで見たものと同じで，マイナス反応
は１件も認められなかった．こうしたことから，事
後指導としての「グループワーク」は一定の効果を
持ってし､ることが明らかになった。今後は，他の記
述についてもさらに分析を進めていきたい。
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ねる」という吉田先生鰯言葉です。悩みが多くマ
イナス思考の自分にとってこれからの課題としで，
小さな楽しみ，喜びを見つけ，－日－日を楽しく
笑顔で過ごせるようになることを念頭においてい
きたいと思いました．本当に有意義なものとなり
ました．
実習先に対する感謝とと焔に子どもの声を聞け
たことを最大限に評価している．また，われわれ
が行ったＩ情報についても印象に残ったこととして
取り上げられている。ぞれらを合わせて事後指導
としての「グループワーク」も好意的な目で見て
いる。コースを開発し実践した者として，「有意
義」ということばの重さを改めて感じる。
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